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1． この会社が目指す姿が理解できるか 
「存在を期待される企業」という 21世紀の本田技研工業の目標はそれ一言だけではどの

ようなものなのかはすぐには理解できない。しかし、この目標が喜びの創造、喜びの拡大、
喜びを次世代へ、という３つのより理解しやすい目標に言い換え、また、この 3目標を達成
するために、2030 年ビジョンを計画し、その計画を実行に移すための中長期目標、年度計
画へと細分化することによって、抽象的であった「存在を期待される企業」がどのようなも
のなのか、理解することができた。 
 
2． この会社の競争優位性が理解できるか 
本田技研工業の事業の原点である二輪事業や、「四輪の地図を塗り替える」ためはじまっ

た四輪事業などの主要事業に加え、パワープロダクツ事業や航空機関連事業など、本田技研
工業の強力な事業領域は容易に理解できる。しかし、他の会社に比べての比較優位がどの分
野にあるのか、どれだけあるのか、という点に関しては、十分な情報量とは言い難いと感じ
た。 

 
3． その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 
本田技研工業の戦略から、新たな取り組みを推進しているとあり、「地球環境への負荷を

なくすこと」と「尊い命を守る安全を達成すること」の実現を、四輪の電動化戦略によるカ
ーボンニュートラルの達成と安全技術の実装による交通事故志望者の削減によって、目指
しているという。この取り組みというのは競争優位性になると考えられ、2050 年における
目標を掲げられていることによって、この推進を持続していくことを保証しているととら
えられる。 
 
4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 
本田技研工業は「人間は本来、夢や希望を抱いてその実現のために思考し、想像する自由

で個性的な存在である」という考えのもと、自立、平等、信頼からなる「人間尊重」を基本
理念としている。そのもとで、将来のため、若手層に向けて新たなリーダーの育成を試みて
おり、女性採用、経験者採用、障害者採用、グローバル採用など、採用においても平等性を
取り入れ、環境に多様性を促している。処遇についても、能力や成果に応じた報酬を支払う
など、人的資本の向上のインセンティブとなりうる要素がある。このような点から、人的資
本の価値向上を達成できる可能性は十分にあると考えられる。 

 



5．報告書にはどのような改善余地があるか 
 私はこのサステナビリティレポートがとても読みやすく理解しやすいものだと考える。
すべてのページに目次がついており、レポートのどの部分を読んでいるのかがすぐ見える
ことや、文章だけでなく、図やグラフ、実際の写真が適度に配置されているのもとても読み
やすかった。ただ、些細な点であるが、パフォーマンス報告において、目標を設置したこと
を報告するのはパフォーマンスの方向性を決めたに過ぎないのではないかという疑問があ
る。目標と成果は区別したほうが良いと感じた。 


